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1． 調査概要 

(1) 調査目的 

この調査は、令和９年度から令和11年度までの「三田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（い

きいき安心プラン 21）」の策定を行うにあたって、介護離職を防止する観点も踏まえたサービス提供体

制を構築するため、「要介護者が安心して在宅生活を続けること」「家族等介護者の就労の継続」に有効

な介護サービスの在り方を検討するために実施しました。 

 

(2) 調査の実施について 

調査種類 在宅介護実態調査 

対象者 
三田市内に住む高齢者 1,200 人 

（要支援・要介護認定を受けている方から無作為抽出） 

実施期間 令和８年１月 21 日（水）～令和８年２月 12日（木） 

実施方法 郵送配布、郵送回収または WEB 回収（回収率向上のための礼状兼督促はがきを実施） 

回収状況 

配 布 数：1,200 件 

有効回収数：742 件（郵送：672 件、WEB：70 件） 

有効回答率：61.8％ 

 

(3) 留意点 

分析結果を見る際の留意点は以下の通りとなっています。 

１．「n」は「number」の略で、比率算出の母数です。 

２．単数回答の場合、本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入し、小

数点第１位までを表記しています。このため、百分率の合計が 100.0％とならない場合がありま

す。 

３．複数回答の場合、図中に MA（Multiple Answer）、3LA（3 Limited Answer）と記載しています。

また、不明（無回答）はグラフ・表から除いている場合があります。 

４．厚労省が推奨する在宅介護実態調査の自動集計分析ソフト（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティン

グ株式会社作成）を用いて、回答結果と認定データを突合・集計しています。 
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2． 対象者の属性 

(1) 回答の記入者 

●問1 現在、この調査票にご回答をいただいているのは、どなたですか。（いくつでも） 

 

【全体】 

○ 調査の回答者について、「主な介護者となっている家族・親族」が53.6％で最も多く、次い

で「調査の対象者」が 46.5％、「主な介護者以外の家族・親族」が 2.4％となっています。 

【回答者(MA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

(2) 世帯類型 

●問2 調査の対象者の世帯類型について、ご回答ください。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 世帯類型について、「その他」が 35.0％で最も多く、次いで「単身世帯」が 33.2％、「夫婦

のみ世帯」が 29.5％となっています。 

【世帯類型】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

  

46.5

53.6

2.4

0.7

0.4

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

調査の対象者

主な介護者となっている家族・親族

主な介護者以外の家族・親族

調査の対象者のケアマネジャー

その他

無回答

(n=742)

43.5

53.4

3.0

1.5

1.2

2.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

調査の対象者

主な介護者となっている家族・親族

主な介護者以外の家族・親族

調査の対象者のケアマネジャー

その他

無回答

(n=758)

33.2

29.5

35.0

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

単身世帯

夫婦のみ世帯

その他

無回答

(n=742)

29.4

27.8

40.2

2.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

単身世帯

夫婦のみ世帯

その他

無回答

(n=758)
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3． 家族等による介護について 

(1) 介護の頻度 

●問18 調査の対象者は、ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか。

（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 介護の頻度について、「ほぼ毎日ある」が 40.0％で最も多く、次いで「ない」が 27.8％、

「週に１～２日ある」が 11.7％となっています。 

【介護の頻度】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

 

  

27.8

8.4

11.7

4.7

40.0

7.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ない

家族・親族の介護はあるが、

週に１日よりも少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある

無回答

(n=742)

28.8

9.8

10.9

4.6

41.0

4.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ない

家族・親族の介護はあるが、

週に１日よりも少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある

無回答

(n=758)
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(2) 主な介護者の属性 

① 主な介護者 

●問20 〔家族、親族から介護を受けている方のみ〕調査の対象者を、主に介護している方

は、どなたですか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 主な介護者について、「子」が 49.7％で最も多く、次いで「配偶者」が 32.4％、「子の配偶

者」が 7.9％となっています。 

【主な介護者】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

 

② 主な介護者の性別・年齢 

●問21 〔家族、親族から介護を受けている方のみ〕調査の対象者を、主に介護している方

の性別について、ご回答ください。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 主な介護者の性別について、「女性」が 66.1％、「男性」が 29.1％、となっています。 

【主な介護者の性別】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

  

32.4

49.7

7.9

0.0

2.5

2.5

5.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

(n=481)

29.8

53.3

9.7

1.0

1.2

2.6

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

(n=503)

29.1

66.1

4.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性

女性

無回答

(n=481)

29.2

68.8

2.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性

女性

無回答

(n=503)
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●問22 〔家族、親族から介護を受けている方のみ〕調査の対象者を、主に介護している方

の年齢について、ご回答ください。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 主な介護者の年齢について、「60 歳代」以上が 77.8％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「60 歳代」以上は 6.2 ポイント多くなっています。 

【主な介護者の年齢】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

    

  

0.0

0.2

0.2

2.1

15.2

36.4

25.4

16.0

0.4

4.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

わからない

無回答

(n=481)

0.0

0.4

1.6

5.2

20.3

39.4

18.3

13.9

0.0

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

わからない

無回答

(n=503)
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(3) 主な介護者が行う介護の内容 

① 現在行っている介護 

●問23 〔家族、親族から介護を受けている方のみ〕現在、主な介護者の方が行っている介

護等について、ご回答ください。（いくつでも） 

 

【全体】 

○ 主な介護者が行う介護について、「外出の付き添い、送迎等」が72.6％で最も多く、次いで

「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が 71.5％、「金銭管理や生活面に必要な諸手続

き」が 68.0％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「外出の付き添い、送迎等」「食事の準備（調理等）」「その他の家事

（掃除、洗濯、買い物等）」で５ポイント以上少なくなっています。 

【主な介護者が行う介護(MA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

  

21.8

16.8

20.4

24.3

21.8

32.0

23.1

72.6

45.3

25.6

12.1

66.1

71.5

68.0

9.1

0.4

3.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

(n=481)

20.3

13.1

19.9

24.5

22.1

33.4

27.2

78.3

48.3

26.2

15.1

71.4

79.1

68.2

5.2

0.0

1.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

(n=503)
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21.3

26.0

7.0

26.8

4.4

5.4

11.3

28.8

8.9

27.6

5.4

13.9

9.7

7.0

8.2

7.6

1.4

6.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

無回答

(n=503)

16.8

20.8

4.4

21.0

4.2

5.6

9.4

24.9

10.2

21.6

5.8

19.5

17.0

18.3

5.8

6.4

3.1

6.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(n=481)

② 不安に感じる介護 

●問24 〔家族、親族から介護を受けている方のみ〕現在の生活を継続していくにあたっ

て、主な介護者の方が不安に感じる介護等について、ご回答ください。（３つまで） 

 

【全体】 

○ 主な介護者が不安に感じる介護について、「外出の付き添い、送迎等」が 24.9％で最も多

く、次いで「認知症状への対応」が 21.6％、「入浴・洗身」が 21.0％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「夜間の排泄」「入浴・洗身」「認知症状への対応」で５ポイント以上

少なくなっています。一方で、「食事の準備（調理等）」「その他の家事（掃除、洗濯、買い

物等）」「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」で５ポイント以上多くなっています。 

【主な介護者が不安に感じる介護等(3LA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 
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(4) 介護離職 

① 介護離職者の有無 

●問19 〔家族、親族から介護を受けている方のみ〕ご家族やご親族の中で、調査の対象者

の介護を主な理由として、過去１年の間に仕事を辞めた方はいますか。（いくつで

も） 

 

【全体】 

○ 介護離職について、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 67.4％で最も多

く、次いで「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」が8.9％、「主な介護者が転職した」

が 2.3％となっています。 

【介護離職(MA)】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

 

  

8.9

1.2

2.3

0.2

67.4

4.4

16.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答

(n=481)

7.8

1.8

3.0

1.4

63.6

3.2

19.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答

(n=503)
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② 主な介護者の勤務形態 

●問25 〔家族、親族から介護を受けている方のみ〕主な介護者の方の現在の勤務形態につ

いて、ご回答ください。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 主な介護者の勤務形態について、「働いていない」が51.1％で最も多く、次いで「パートタ

イムで働いている」が 22.9％、「フルタイムで働いている」が 18.3％となっています。 

【主な介護者の勤務形態】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

 

  

18.3

22.9

51.1

1.2

6.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイムで働いている

パートタイムで働いている

働いていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(n=481)

14.9

24.3

51.3

0.8

8.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイムで働いている

パートタイムで働いている

働いていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(n=503)
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③ 働き方の調整 

●問26 〔主な介護者が働いている方のみ〕主な介護者の方は、介護をするにあたって、何

か働き方についての調整等をしていますか。（いくつでも） 

 

【全体】 

○ 働き方の調整について、「特に行っていない」が 35.4％で最も多く、次いで「介護のため

に、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働い

ている」が28.8％、「介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」を取りながら、働いてい

る」が 23.7％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「特に行っていない」が 5.5 ポイント多く、「介護のために、「労働時

間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている」が

11.8 ポイント少なくなっています。 

【働き方の調整(MA)】 

［今回調査（R8 年度） 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

  

35.4

28.8

23.7

6.1

12.1

4.0

5.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間

勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護

休暇等）」を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている

介護のために、２～４以外の調整をしながら、働いている

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(n=198)

29.9

40.6

24.4

7.1

9.1

3.0

3.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間

勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護

休暇等）」を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている

介護のために、２～４以外の調整をしながら、働いている

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(n=197)
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④ 今後の介護と仕事の両立 

●問27 〔主な介護者が働いている方のみ〕主な介護者の方は、勤め先からどのような支援

があれば、仕事と介護の両立に効果があると思いますか。（３つまで） 

 

【全体】 

○ 仕事と介護の両立に効果があると思う勤め先からの支援について、「介護休業・介護休暇等

の制度の充実」が 30.3％で最も多く、次いで「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム

制など）」が 26.3％、「介護をしている従業員への経済的な支援」が 22.2％となっていま

す。 

○ 前回調査と比べると、「制度を利用しやすい職場づくり」が 11.8 ポイント少なくなってい

ます。 

【仕事と介護の両立に効果があると思う勤め先からの支援(3LA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

  

8.6

30.3

18.7

26.3

12.1

6.6

8.6

22.2

3.0

16.7

5.1

9.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自営業・フリーランス等のため、

勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化（在宅勤務

・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(n=198)

12.2

32.5

30.5

26.9

7.6

5.6

10.2

25.9

1.0

13.2

5.1

6.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自営業・フリーランス等のため、

勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化（在宅勤務

・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(n=197)
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●問28 〔主な介護者が働いている方のみ〕主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続

けていけそうですか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 今後の仕事と介護の両立見込みについて、「問題はあるが、何とか続けていける」が48.0％

で最も多く、次いで「問題なく、続けていける」が 20.2％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「問題はあるが、何とか続けていける」が 13.4 ポイント少なくなっ

ています。 

【今後の仕事と介護の両立】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

  

  

20.2

48.0

8.1

6.1

6.6

11.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(n=198)

16.8

61.4

9.1

4.6

3.0

5.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(n=197)
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4． 支援・サービスについて 

(1) 介護保険サービス以外の支援・サービス 

① 現在利用している支援・サービス 

●問7 現在、調査の対象者が利用している「介護保険サービス以外」の支援・サービスにつ

いて、ご回答ください。（いくつでも） 

 

【全体】 

○ 「介護保険サービス以外」の支援・サービスの利用状況について、「利用していない」が

44.6％で最も多く、次いで「掃除・洗濯」が 12.1％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「ゴミ出し」「外出同行（通院・買い物など）」「利用していない」が5

ポイント以上少なくなっています。 

【「介護保険サービス以外」の支援・サービスの利用状況(MA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

  

5.5

4.9

12.1

6.1

8.1

7.8

10.5

6.5

8.9

11.3

44.6

10.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

(n=742)

9.1

8.2

12.5

9.4

13.1

13.9

11.3

6.5

8.4

6.3

50.1

8.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院・買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

(n=758)
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② 在宅生活の継続に必要な支援・サービス 

●問8 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらな

る充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください。（いくつ

でも） 

 

【全体】 

○ 在宅生活の継続に必要な支援・サービスについて、「移送サービス（介護・福祉タクシー

等）」が 33.8％で最も多く、次いで「外出同行（通院・買い物など）」が 29.4％、「特にな

し」が 25.5％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が 6.5 ポイント多くなっ

ています。 

【在宅生活の継続に必要な支援・サービス(MA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

  

16.4

13.6

20.2

16.2

17.7

29.4

33.8

18.1

11.5

5.5

25.5

9.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

(n=742)

16.5

13.1

17.7

17.8

19.7

28.6

27.3

19.5

13.2

6.1

26.6

11.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院・買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

(n=758)
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(2) 介護保険サービス 

① 利用状況 

●問5 調査の対象者は、現在、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービス

を利用していますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の介護保険サービスの利用状況について、「利用してい

る」が 68.1％、「利用していない」が 27.5％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「利用している」が 8.6 ポイント多くなっています。 

【住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の介護保険サービスの利用状況】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

② 利用していない理由 

●問6 〔介護保険サービスを利用していない方のみ〕介護保険サービスを利用していない理

由は何ですか。（いくつでも） 

 

【全体】 

○ 介護保険サービスを利用していない理由について、「現状では、サービスを利用するほどの

状態ではない」が 46.6％で最も多く、次いで「本人にサービス利用の希望がない」が

18.1％、「家族が介護をするため必要ない」が 17.2％となっています。 

【介護保険サービスを利用していない理由(MA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

  

68.1

27.5

4.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

利用している

利用していない

無回答

(n=742)

59.5

36.4

4.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

利用している

利用していない

無回答

(n=758)

46.6

18.1

17.2

2.0

5.4

2.9

6.4

4.4

15.7

9.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

現状では、サービスを利用する

ほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービス

に不満があった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用

できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入

のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや

利用方法が分からない

その他

無回答

(n=204)

46.0

19.6

23.2

2.2

9.1

1.4

5.4

9.1

8.7

13.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

現状では、サービスを利用する

ほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービス

に不満があった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用

できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入

のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや

利用方法が分からない

その他

無回答

(n=276)
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(3) 施設等への入所・入居の検討状況 

●問3 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください。（１つだ

け） 

 

【全体】 

○ 施設等への入所・入居の検討状況について、「入所・入居は検討していない」が67.8％で最

も多く、次いで「入所・入居を検討している」が16.8％、「すでに入所・入居申し込みをし

ている」が 11.2％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「入所・入居は検討していない」が 5.9 ポイント多くなっています。 

【施設等への入所・入居の検討状況】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

 

  

67.8

16.8

11.2

4.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

入所・入居は検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

無回答

(n=742)

61.9

20.2

8.4

9.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

入所・入居は検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

無回答

(n=758)
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(4) 医療的な支援・サービス 

① 現在抱えている傷病 

●問4 調査の対象者が、現在抱えている傷病について、ご回答ください。（いくつでも） 

 

【全体】 

○ 現在抱えている傷病について、「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」が

25.7％で最も多く、次いで「認知症」が24.9％、「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴

うもの）」が 24.0％となっています。 

【現在抱えている傷病(MA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

  

13.7

18.2

5.0

7.0

3.1

25.7

4.2

13.1

24.9

4.7

3.8

17.1

24.0

18.2

4.0

1.2

2.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、

脊柱管狭窄症等）

膠原病（関節リウマチ含む）

変形性関節疾患

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病を除く）

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患（視覚・

聴覚障害を伴うもの）

その他

なし

わからない

無回答

(n=742)

12.7

19.5

6.3

9.1

2.9

27.7

4.5

14.9

26.5

4.2

3.0

19.4

26.8

14.2

4.2

0.8

3.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、

脊柱管狭窄症等）

膠原病（関節リウマチ含む）

変形性関節疾患

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病を除く）

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患（視覚・

聴覚障害を伴うもの）

その他

なし

わからない

無回答

(n=758)
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② 訪問診療の利用状況 

●問9 調査の対象者は、現在、訪問診療を利用していますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 訪問診療の利用状況について、「利用している」が 17.3％、「利用していない」が 78.7％と

なっています。 

【訪問診療の利用状況】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

 

  

17.3

78.7

4.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

利用している

利用していない

無回答

(n=742)

15.8

80.1

4.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

利用している

利用していない

無回答

(n=758)



 

19 

 

5. その他の項目について 

●問12 認知症の人が住み慣れた地域で暮らしていくためには、どのような地域住民の協力

があると助かると思いますか。（いくつでも） 

 

【全体】 

○ 認知症の人及びその家族にとってあればよいと思う地域の支援について、「話し相手」が

55.3％で最も多く、次いで「認知症への正しい理解」が53.6％、「病気などの緊急に看病や

医者を呼ぶなどの手助け」が 48.7％となっています。 

【認知症の人及びその家族にとってあればよいと思う地域の支援(3LA)】 

 

  

55.3

53.6

43.0

40.8

45.3

48.7

26.0

3.0

5.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

話し相手

認知症への正しい理解

道に迷っている様子をみかけたときの声かけ

定期的な声かけ

地震などの災害時における安否確認

病気などの緊急に看病や医者を呼ぶなどの手助け

買い物や近くまでの外出などの付添

その他

無回答

(n=742)
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●自由意見 介護保険制度や保健福祉施策について、またはご自身のことでも自由にご記入

ください。 

 

主な意見 

介護保険制度全般 
・介護保険制度はありがたい、助かっている 

・介護保険料や利用料の負担が大きく、出費が厳しい 

・軍事費等を見直し、社会保障費の充実と自己負担の軽減を望む 

・制度が複雑で、利用できるサービス内容や範囲がわからない 

介護認定・審査 
・介護認定の結果が出るまで時間がかかり困る 

・認定基準が不透明で、本人の状態や家族の負担が正しく反映されていない 

・地域や同居家族の有無による判定のばらつきを公平にしてほしい 

介護保険サービス・

人材 
・デイサービスや訪問リハビリ等を利用して非常に助かっている 

・訪問看護やヘルパーの時間を長くし、ニーズに柔軟に対応してほしい 

・人材不足解消のため、ヘルパーの給与や待遇を改善してほしい 

・同居家族の就労状況などを考慮し、利用制限を柔軟にしてほしい 

高齢福祉・生活支援 
・車椅子でのバス乗降の容易化や、バス路線の拡充をしてほしい 

・通院の付き添いや外出支援を制度内で利用できるようにしてほしい 

・紙おむつ等の消耗品に対する経済的援助がほしい 

・訪問診療を受けやすくし、経済的負担も軽くしてほしい 

相談支援・窓口対応 
・ケアマネージャーに助けられており、今後も手厚い支援を望む 

・ケアマネージャーの熱意に不安を感じる時がある 

・市や包括支援センターの窓口対応（たらい回し、記録不足）を改善してほし

い 

・難聴者や高齢者に配慮した窓口・電話対応（肉声、聞き取りやすい声）をし

てほしい 

介護者支援・家族の

負担 
・老老介護や仕事との両立が厳しく、身体的・経済的な不安が大きい 

・ショートステイの部屋代等実費が高く利用しづらいため、負担を減らしてほ

しい 

・介護度上昇に伴う出費増で、家族が働く時間を増やさざるを得ず悩んでいる 

施設・住まい 
・将来、自分の年金の範囲内で施設に入所できるのか不安 

・介護施設の人手不足について心配している 

・現在施設に入居しているが、保険が効いて費用が安い所へ移りたい 

その他 
・アンケートの質問が多く、答えるのが負担である 

・近隣住民には事情を知られず、過度に関わられずに生活したい 

・運転免許返納後の生活の質の低下が不安である 

・特になし、わからない 
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6. 在宅生活継続に向けた５つの検討項目における集計結果 

 

本章では、国が示す在宅介護実態調査を活用した５つの検討項目についての集計を掲載しています。

５つの検討項目と集計・分析のねらいは以下の通りとなっています。 

 

視点 検討項目 集計・分析のねらい 

要介護者の 

在宅生活の 

継続 

(1) 在宅限界点の向上

のための支援・サ

ービスの提供体制

の検討 

主に「施設の入所・入居の検討状況」「介護者が不安に感じる

介護」「サービス利用状況」を指標とし、在宅生活の継続が困

難になり得る状況と、利用によって介護者負担が軽減される

可能性のあるサービスを把握することで、在宅限界点の向上

のため（在宅介護をより長く継続するため）の支援・サービ

スの提供体制を検討するための資料とする。 

介護者の 

就労継続 

(2) 仕事と介護の両立

に向けた支援・サ

ービスの検討 

主に「主な介護者の勤務形態」「今後の仕事と介護の両立見込

み」を指標とし、就労の継続が困難になり得る状況と、就労

の継続に有効と思われる支援を把握することで、仕事と介護

の両立に向けた支援・サービスを検討するための資料とす

る。 

支援・ 

サービス 

提供体制 

の検討 

(3) 保険外の支援・サ

ービスを中心とし

た地域資源の整備

の検討 

主に「「介護保険サービス以外」の支援・サービスの利用状

況」「在宅生活の継続に必要な支援・サービス」を指標とし、

保険外の支援・サービスの現在の需要と供給のバランスを把

握することで、今後の地域資源整備を検討するための資料と

する。 

(4) 将来の世帯類型の

変化に応じた支

援・サービスの提

供体制の検討 

主に「世帯類型」「サービス利用状況」「施設の入所・入居の

検討状況」を指標とし、世帯類型ごとの特徴を把握すること

で、将来の世帯類型の変化に応じて支援・サービスの提供体

制を検討するための資料とする。 

(5) 医療ニーズの高い

在宅療養者を支え

る支援・サービス

の提供体制の検討 

主に「医療面での対応を行っている介護者」「訪問診療の利用

状況」を指標とし、医療ニーズの高い在宅療養者と、訪問診

療を利用する人の特徴を把握することで、医療ニーズの高い

在宅療養者への支援・サービスの提供体制を検討するための

資料とする。 

 

分析結果を見る際の留意点は以下の通りとなっています。 

１．認定データと突合ができない回答及び無回答を除いた集計となっています。 

２．介護保険サービスの利用回数・利用の組み合わせ等に着目した集計・分析を行うため、介護保険

サービスを大きく、「訪問系」「通所系」「短期系」の３つに分類して集計しています。それぞれ

の用語の定義は以下の通りです。いずれも介護予防を含みます。 

・未利用：住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用 

・訪問系のみ：「訪問系（訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、居宅

療養管理指導、夜間対応型訪問介護）」、定期巡回・随時対応型訪問介護看護のいずれかのみを

利用 

・訪問系を含む組み合わせ：上記「訪問系」、下記「通所系」、小規模多機能型居宅介護を組み合

わせて利用 

・通所系・短期系のみ：「通所系（通所介護、通所リハビリテーション、認知症対応型通所介

護）」、「短期系（短期入所生活介護、短期入所療養介護）」のいずれかのみを利用  
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３．一部の分析において使用している「認知症自立度」は、認定調査と主治医意見書に基づき、介護

認定審査会において最終的に決定された認知症高齢者の日常生活自立度を指しています。なお、

日常生活自立度の各区分の判断基準やみられる症状・行動の例は以下の通りです。（認定調査員

テキスト 2009 改訂版より） 

 

ランク 判断基準 見られる症状・行動の例 

Ⅰ 
何らかの認知症を有するが、日常生活は

家庭内及び社会的にほぼ自立している。 
 

Ⅱ 

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが多少みられて

も、誰かが注意していれば自立できる。 

 

Ⅱa 家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。 
たびたび道に迷う、買物や事務、金銭管理などそ

れまでできたことにミスが目立つ等 

Ⅱb 家庭内でも上記Ⅱの状態がみられる。 
服薬管理ができない、電話の対応や訪問者との対

応など一人で留守番ができない等 

Ⅲ 

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さがみられ、介護を

必要とする。 

 

Ⅲa 
日中を中心として上記Ⅲの状態がみられ

る。 

着替え、食事、排尿が上手にできない、時間がか

かる、やたらに物を口に入れる、物を拾い集め

る、徘徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始

末、不潔行為、性的異常行為等 

Ⅲb 
夜間を中心として上記Ⅲの状態がみられ

る。 
ランクⅢaに同じ 

Ⅳ 

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが頻繁にみられ、

介護を必要とする。 

ランクⅢに同じ 

М 

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤

な身体疾患がみられ、専門医療を必要と

する。 

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状や

精神症状に起因する問題行動が継続する状態等 
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検
討
し
て

い
な
い

検
討
中

申
請
済
み

凡
例

[ 凡例 ]

要支援１・２

（n=259）

要介護１・２

（n=268）

要介護３以上

（n=158）

単身世帯

（n=201）

夫婦のみ世帯

（n=190）

その他

（n=285）

要
介
護
度

世
帯
類
型

81.9 

62.3 

56.3 

62.7 

74.2 

68.8 

16.2 

28.0 

22.8 

24.4 

21.1 

21.1 

1.9 

9.7 

20.9 

12.9 

4.7 

10.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

(1) 在宅限界点の向上のための支援・サービスの提供体制の検討 

① 施設等への入所・入居を検討する状態 

 

【要介護度】 

○ 要介護３以上では、「検討中」が 20.3％、「申請済み」が 13.1％となっています。前回調査

と比べると、要介護１・２で「検討していない」が少なくなっています。一方で、「申請済

み」は多くなっています。 

【世帯類型】 

○ 単身世帯では、「検討中」が 17.4％、「申請済み」が 16.6％と高くなっています。前回調査

と比べると、単身世帯で「検討中」が 7.0 ポイント少なくなっています。 

【施設等への入所・入居の検討状況】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

  

検
討
し
て

い
な
い

検
討
中

申
請
済
み

凡
例

[ 凡例 ]

要支援１・２
（n=279）

要介護１・２
（n=275）

要介護３以上
（n=153）

単身世帯
（n=241）

夫婦のみ世帯
（n=211）

その他
（n=255）

要
介
護
度

世
帯
類
型

72.8 

70.5 

66.7 

66.0 

73.0 

73.3 

14.3 

19.6 

20.3 

17.4 

19.0 

16.9 

12.9 

9.8 

13.1 

16.6 

8.1 

9.8 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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② 在宅限界点となり得る介護の内容 

 

【要介護度】 

○ 要支援１・２では、「外出の付き添い、送迎等」が 29.7％で最も多くなっています。 

○ 要介護１・２では、「外出の付き添い、送迎等」「認知症状への対応」が約３割と多くなっ

ています。 

○ 要介護３以上では、「日中の排泄」「夜間の排泄」が約３割と多くなっています。 

○ 前回調査と比べると、要支援１・２で「外出の付き添い、送迎等」が 11.3 ポイント少なく

なっています。 

【主な介護者が不安に感じる介護等(3LA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

  

9.7

16.4

3.0

27.6

4.5

4.5

9.7

41.0

8.2

17.2

3.0

17.9

17.2

11.9

7.5

13.4

3.0

23.4

29.7

6.2

30.6

5.3

7.2

12.4

34.0

11.5

34.9

5.7

14.8

9.6

5.7

8.6

4.3

1.0

34.6

36.2

13.8

26.2

3.8

4.6

13.8

14.6

7.7

33.1

8.5

11.5

4.6

5.4

10.0

8.5

0.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

要支援１・２(n=134) 要介護１・２(n=209)

要介護３以上(n=130)

13.8

16.6

4.1

24.8

2.1

1.4

9.0

29.7

9.0

14.5

5.5

20.0

25.5

21.4

4.8

9.0

5.5

16.4

24.3

3.3

23.4

6.1

7.5

8.4

29.4

11.7

29.9

6.5

22.4

17.8

20.1

5.6

5.6

2.3

29.2

27.0

9.0

16.9

4.5

10.1

15.7

15.7

12.4

21.3

6.7

19.1

7.9

15.7

10.1

5.6

2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ

（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事

（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

要支援１・２(n=145) 要介護１・２(n=214)

要介護３以上(n=89)
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【認知症自立度】 

○ 認知症自立度Ⅲ以上で「認知症状への対応」が４割以上と多くなっています。 

【主な介護者が不安に感じる介護等(3LA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

    

14.5

24.1

4.1

30.9

3.6

8.2

13.2

41.4

5.5

15.0

5.9

15.9

13.2

9.1

9.5

10.5

1.8

27.6

28.7

9.2

28.2

6.3

3.4

9.2

24.7

16.1

40.8

3.4

16.1

9.2

6.9

8.0

4.6

1.7

34.2

35.4

12.7

22.8

3.8

3.8

15.2

13.9

6.3

44.3

10.1

8.9

5.1

3.8

7.6

8.9

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

自立＋Ⅰ(n=220) Ⅱ(n=174)

Ⅲ以上(n=79)

12.6

18.1

5.1

26.0

1.4

5.1

7.9

33.5

7.4

10.7

5.1

23.7

25.1

20.9

4.7

8.4

5.1

21.0

27.5

4.2

22.2

6.6

5.4

9.6

25.1

13.2

32.3

8.4

20.4

15.0

18.6

6.0

4.8

1.8

28.8

22.7

4.5

12.1

9.1

10.6

18.2

9.1

16.7

40.9

4.5

13.6

4.5

18.2

12.1

6.1

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

自立＋Ⅰ(n=215) Ⅱ(n=167)

Ⅲ以上(n=66)
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③ 在宅生活の継続に寄与する可能性のあるサービス 

 

【訪問系サービスの利用回数（要介護３以上）】 

○ 要介護３以上で訪問系サービスを利用している人では利用していない人に比べて、「外出の

付き添い、送迎等」「夜間の排泄」などに不安に感じる介護者の割合が少なくなっていま

す。 

○ 訪問系サービスを月 15 回以上利用している人では 14 回以下の人に比べて、「日中の排泄」

「夜間の排泄」「入浴・洗身」「衣服の着脱」などが少なくなっています。 

【主な介護者が不安に感じる介護等(3LA)（要介護３以上）】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

   

32.4

37.8

10.8

24.3

0.0

4.1

13.5

20.3

2.7

37.8

8.1

10.8

2.7

8.1

12.2

9.5

1.4

39.3

39.3

21.4

25.0

3.6

7.1

14.3

3.6

14.3

21.4

7.1

14.3

3.6

3.6
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日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

訪問系_0回(n=74) 訪問系_1～14回(n=28) 訪問系_15回以上(n=16)

23.9

30.4

8.7

17.4

8.7

15.2

15.2
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13.0

30.4

6.5

15.2
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17.4

8.7
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夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

訪問系_0回(n=46) 訪問系_1～14回(n=27) 訪問系_15回以上(n=16)
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【訪問系サービスの利用回数（認知症自立度Ⅲ以上）】 

○ 認知症自立度Ⅲ以上で訪問系サービスを利用している人では利用していない人に比べて、

「入浴・洗身」「身だしなみ（洗顔・歯磨き等）」「外出の付き添い、送迎等」などで不安に

感じる介護者の割合が少なくなっています。 

○ 訪問系サービスを月 15 回以上利用している人では 14 回以下の人に比べて、「入浴・洗身」

「服薬」などが少なくなっています。 

【主な介護者が不安に感じる介護等(3LA)（認知症自立度Ⅲ以上）】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 
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衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

訪問系_0回(n=50) 訪問系_1～14回(n=13) 訪問系_15回以上(n=8)

28.2
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身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

訪問系_0回(n=39) 訪問系_1～14回(n=18) 訪問系_15回以上(n=9)
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【通所系サービスの利用回数（要介護３以上）】 

○ 要介護３以上で通所系サービスを利用している人では利用していない人に比べて、「入浴・

洗身」を不安に感じる介護者の割合が少なくなっています。 

○ 通所系サービスを月 15 回以上利用している人では 14 回以下の人に比べて「金銭管理や生

活面に必要な諸手続き」が少なくなっています。 

【主な介護者が不安に感じる介護等(3LA)（要介護３以上）】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 
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身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

通所系_0回(n=69) 通所系_1～14回(n=34) 通所系_15回以上(n=15)
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衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

通所系_0回(n=35) 通所系_1～14回(n=37) 通所系_15回以上(n=17)
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【通所系サービスの利用回数（認知症自立度Ⅲ以上）】 

○ 認知症自立度Ⅲ以上で通所系サービスを利用している人では利用していない人に比べて、

「日中の排泄」「入浴・洗身」などを不安に感じる介護者の割合が少なくなっています。 

○ 通所系サービスを月 15 回以上利用している人では 14 回以下の人に比べて、「食事の準備

（調理等）」が少なくなっています。 

【主な介護者が不安に感じる介護等(3LA)（認知症自立度Ⅲ以上）】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 
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屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

通所系_0回(n=37) 通所系_1～14回(n=23) 通所系_15回以上(n=11)
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衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

通所系_0回(n=23) 通所系_1～14回(n=28) 通所系_15回以上(n=15)
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【短期系サービスの利用回数（要介護３以上）】 

○ 要介護３以上で短期系サービスを利用している人では利用していない人に比べて、「服薬」

を不安に感じる介護者の割合が少なくなっています。 

○ 短期系サービスを月 10 回以上利用している人では 9 回以下の人に比べて「食事の準備（調

理等）」が少なくなっています。 

【主な介護者が不安に感じる介護等(3LA)（要介護３以上）】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 
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外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

短期系_0回(n=103) 短期系_1～9回(n=6) 短期系_10回以上(n=9)
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外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

短期系_0回(n=66) 短期系_1～9回(n=15) 短期系_10回以上(n=8)
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【短期系サービスの利用回数（認知症自立度Ⅲ以上）】 

○ 認知症自立度Ⅲ以上で短期系サービスを利用している人では利用していない人に比べて、

「認知症状への対応」を不安に感じる介護者の割合が少なくなっています。 

○ 短期系サービスを月10回以上利用している人では9回以下の人に比べて、「身だしなみ（洗

顔・歯磨き等）」「服薬」「食事の準備（調理等）」が少なくなっています。 

【主な介護者が不安に感じる介護等(3LA)（認知症自立度Ⅲ以上）】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 
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認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

短期系_0回(n=59) 短期系_1～9回(n=6) 短期系_10回以上(n=6)
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食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

短期系_0回(n=51) 短期系_1～9回(n=10) 短期系_10回以上(n=5)
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(2) 仕事と介護の両立に向けた支援・サービスの検討 

① 就労継続が困難になり得る状況 

 

【調査の対象者の世帯類型】 

○ 主な介護者がフルタイムで働いている人のうち要介護者が「単身世帯」である人は

44.2％、パートタイムで働いている人のうち要介護者が「単身世帯」である人は 40.4％と

なっています。 

○ 前回調査と比べると、パートタイムで働いている人のうち要介護者が「単身世帯」である

人が多く、一方で働いていない人では少なくなっています。 

【調査の対象者の世帯類型】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

  

単

身
世
帯

夫

婦
の
み

世

帯

そ

の
他

凡
例

[ 凡例 ]

フルタイム勤務
（n=86）

パートタイム勤務

（n=109）

働いていない

（n=243）

介

護
者
の

勤
務

形
態

44.2

40.4

21.0

9.3

13.8

42.8

46.5

45.9

36.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

単
身
世
帯

夫
婦
の
み

世
帯

そ
の
他

凡
例

[ 凡例 ]

フルタイム勤務

（n=74）

パートタイム勤務

（n=120）

働いていない

（n=254）

介
護
者
の
勤
務
形
態

39.2 

27.5 

24.4 

14.9 

13.3 

34.6 

45.9 

59.2 

40.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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【調査の対象者の要介護度】 

○ 主な介護者がパートタイムで働いている人、働いていない人ではフルタイムで働いている

人に比べて要介護者が「要介護１」以上である人が多くなっています。 

○ 前回調査と比べると、いずれの区分でも要介護者が「要支援１・２」である人が多くなっ

ています。 

【調査の対象者の要介護度】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

 

  

要

支
援

１

・
２

要

介
護
１

要

介
護
２

要

介
護
３

要

介
護
４

要

介
護
５

凡
例

[ 凡例 ]

フルタイム勤務
（n=88）

パートタイム勤務

（n=110）

働いていない

（n=245）

介

護
者
の

勤
務

形
態

45.5

30.9

26.9

23.9

36.4

27.3

19.3

15.5

21.2

8.0

10.9

10.6

1.1

4.5

6.5

2.3

1.8

7.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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介
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介
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要
介
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４

要
介
護
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凡
例

[ 凡例 ]

フルタイム勤務

（n=75）

パートタイム勤務

（n=122）

働いていない

（n=258）

介
護
者
の
勤
務
形
態

34.7 

26.2 

26.0 

30.7 

26.2 

25.2 

10.7 

18.9 

19.4 

1.3 

13.9 

14.3 

17.3 

9.8 

8.1 

5.3 

4.9 

7.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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【調査の対象者の認知症自立度】 

○ 主な介護者がフルタイムで働いている人では、要介護者の認知症自立度「Ⅲ以上」が 3.4％

であるのに対し、働いていない人では約２割となっています。 

○ 前回調査と比べると、パートタイムで働いている人で「Ⅱ」以上が少なくなっています。 

【調査の対象者の認知症自立度】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

  

自
立
＋
Ⅰ

Ⅱ Ⅲ
以
上

凡
例

[ 凡例 ]

フルタイム勤務
（n=88）

パートタイム勤務
（n=110）
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（n=245）

介
護
者
の
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形
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41.8
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3.4

12.7
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[ 凡例 ]

フルタイム勤務

（n=75）

パートタイム勤務

（n=122）

働いていない

（n=258）

介
護
者
の
勤
務
形
態

52.0 

33.6 

49.2 

37.3 

46.7 

32.6 

10.7 

19.7 

18.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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【サービス利用の組み合わせ】 

○ 主な介護者がパートタイムで働いている人では「通所系・短期系のみ」が約５割と多くな

っています。 

○ 前回調査と比べると、いずれの区分でも「未利用」が少なくなっています。 

【サービス利用の組み合わせ】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

 

  

未

利
用

訪

問
系
の

み

訪

問
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を
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み
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わ
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凡
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フルタイム勤務
（n=88）

パートタイム勤務
（n=110）

働いていない
（n=246）

介

護
者

の
勤
務

形
態

23.9

17.3

24.4

20.5

14.5

13.8

20.5

20.0

22.4

35.2

48.2

39.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

未
利
用

訪
問
系
の
み

訪
問
系
を
含

む
組
み
合
わ

せ 通
所
系
・
短

期
系
の
み

凡
例

[ 凡例 ]

フルタイム勤務
（n=63）

パートタイム勤務
（n=106）

働いていない
（n=207）

介
護
者
の
勤
務
形
態

44.4 

28.3 

33.8 

14.3 

9.4 

15.0 

19.0 

26.4 

18.4 

22.2 

35.8 

32.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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【主な介護者】 

○ 働いていない人では「配偶者」が 53.5％と働いている人に比べて多くなっています。 

○ 前回調査と比べると、フルタイムで働いている人では「配偶者」が少なく「子」が多くな

っています。 

【主な介護者】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

  

配

偶
者

子 子

の
配
偶

者

孫 兄

弟
・
姉

妹

そ
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他

凡

例
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フルタイム勤務

（n=74）

パートタイム勤務

（n=119）
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（n=255）

介
護
者
の
勤
務
形
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10.8 

13.4 

42.7 

79.7 

60.5 

47.1 

6.8 

19.3 

6.7 

0.0 

2.5 

0.0 

1.4 

0.0 

2.0 

1.4 

4.2 

1.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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【主な介護者の年齢】 

○ 「60 歳代」以上は、フルタイムで働いている人では 52.9％、パートタイムで働いている人

では 71.5％、働いていない人では 95.4％となっています。 

○ 前回調査と比べると、いずれの区分でも「60 歳代」以上が多くなっています。 

【主な介護者の年齢】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

 

  

4
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歳
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満
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歳
代
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代
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代
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代
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16.5
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フルタイム勤務

（n=75）

パートタイム勤務
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働いていない

（n=257）

介
護
者
の
勤
務
形
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3.3 
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8.3 

2.7 
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26.4 
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33.3 

49.6 

39.3 

6.7 

9.1 

26.5 

5.3 

3.3 

20.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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【介護者の勤務形態】 

○ フルタイム勤務者ではパートタイム勤務者に比べて「問題はあるが、何とか続けていけ

る」が少なく、「続けていくのは、かなり難しい」が多くなっています。 

【今後の仕事と介護の両立】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 
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【調査の対象者の要介護度】 

○ 要介護２以上では要介護１以下に比べて「問題なく、続けていける」が少なく、「続けてい

くのは、かなり難しい」が 3.5％となっています。 

【今後の仕事と介護の両立】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 
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(n=119)

要介護２以上
(n=57)

要
介
護
度

25.2 

17.5 

48.7 

64.9 

9.2 

8.8 

8.4 

3.5 

8.4 

5.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

問
題
な
く
、

続
け
て
い
け

る 問
題
は
あ
る

が
、

何
と
か

続
け
て
い
け

る 続
け
て
い
く

の
は
、

や
や

難
し
い

続
け
て
い
く

の
は
、

か
な

り
難
し
い

わ
か
ら
な
い

凡
例

[ 凡例 ]

要支援１～要介護１
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② 就労継続のために必要な支援 

 

【今後の仕事と介護の両立】 

○ 問題なく、続けていける人では、働き方の調整を「特に行っていない」が 79.5％であるの

に対し、問題はあるが、何とか続けていける人、続けていくのは「やや＋かなり」難しい

人では２～３割となっています。 

○ 問題はあるが、何とか続けていける人、続けていくのは「やや＋かなり」難しい人では、

「介護のために労働時間を調整しながら働いている」「介護のために休暇を取りながら働い

ている」が多くなっています。 

○ 続けていくのは「やや＋かなり」難しい人では、「介護のために在宅勤務を利用しながら働

いている」が他の区分に比べて多くなっています。 

○ 前回調査と比べると、問題はあるが、何とか続けていける人、続けていくのは「やや＋か

なり」難しい人ともに「介護のために労働時間を調整しながら働いている」が少なくなっ

ています。 

【働き方の調整(MA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 
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【今後の仕事と介護の両立】 

○ 就労の継続に問題がある人では問題がない人に比べて、「介護休業・介護休暇等の制度の充

実」「働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）」「介護に関する相談窓口・相談担当

者の設置」が多くなっています。 

○ 就労の継続が困難になるほど「特にない」が少なくなる傾向がみられます。 

○ 前回調査と比べると、問題なく、続けていける人で「働く場所の多様化（在宅勤務・テレ

ワークなど）」が少なくなっています。 

【仕事と介護の両立に効果があると思う勤め先からの支援(3LA)】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

 

  

12.1

36.4

21.2

30.3

21.2

6.1

6.1

12.1

0.0

27.3

3.0

13.0

32.2

36.5

29.6

4.3

7.0

12.2

31.3

0.9

13.0

2.6

18.5

40.7

29.6

25.9

11.1

0.0

11.1

37.0

3.7

7.4

7.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自営業・フリーランス等

のため、勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化

（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・

相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

問題なく、続けていける(n=33)

問題はあるが、何とか続けていける(n=115)

続けていくのは「やや＋かなり難しい」(n=27)

13.2

28.9

15.8

26.3

7.9

7.9

5.3

18.4

0.0

26.3

2.6

9.7

37.6

24.7

32.3

16.1

4.3

10.8

28.0

1.1

19.4

0.0

10.7

39.3

25.0

28.6

17.9

10.7

14.3

25.0

7.1

7.1

7.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自営業・フリーランス等のため、

勤め先はない

介護休業・介護休暇等の

制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化

（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の

両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・

相談担当者の設置

介護をしている

従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

問題なく、続けていける(n=38)

問題はあるが、何とか続けていける(n=93)

続けていくのは「やや＋かなり難しい」(n=28)
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(3) 保険外の支援・サービスを中心とした地域資源の整備の検討 

① 保険外の支援・サービスの利用状況 

 

【要介護度】 

○ 単身世帯では、要介護度が高くなるほど「利用していない」が多くなる傾向がみられま

す。要介護２以下で、「掃除・洗濯」「ゴミ出し」が２～３割と多くなっています。 

○ 前回調査と比べると、要介護３以上では「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」「見守

り・声かけ」が多くなっています。 

【「介護保険サービス以外」の支援・サービスの利用状況(MA) 要介護度（単身世帯）】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

  

7.6

3.8

20.0

8.6

22.9

17.1

11.4

7.6

19.0

6.7

39.0

11.1

11.1

23.8

20.6

19.0

23.8

14.3

15.9

11.1

6.3

44.4

8.1

5.4

10.8

2.7

5.4

8.1

13.5

0.0

5.4

5.4

64.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

要支援１・２(n=105) 要介護１・２(n=63)

要介護３以上(n=37)

6.5

4.9

22.8

9.8

17.1

8.1

7.3

8.9

12.2

10.6

34.1

19.7

15.8

32.9

18.4

23.7

25.0

15.8

18.4

14.5

13.2

39.5

3.6

3.6

10.7

7.1

3.6

3.6

28.6

14.3

3.6

14.3

50.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

要支援１・２(n=123) 要介護１・２(n=76)

要介護３以上(n=28)
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【要介護度】 

○ 夫婦のみ世帯では、要支援１・２で「利用していない」が６割と多くなっています。要介

護３以上では「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が 34.4％で最も多くなっていま

す。 

【「介護保険サービス以外」の支援・サービスの利用状況(MA) 要介護度（夫婦のみ世帯）】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

  

10.7

8.0

10.7

10.7

13.3

10.7

5.3

2.7

2.7

14.7

61.3

15.0

11.3

15.0

8.8

16.3

13.8

11.3

11.3

5.0

3.8

56.3

15.0

12.5

15.0

7.5

17.5

12.5

32.5

7.5

0.0

5.0

55.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

要支援１・２(n=75) 要介護１・２(n=80)

要介護３以上(n=40)

5.9

5.9

15.3

9.4

7.1

3.5

8.2

3.5

4.7

9.4

60.0

5.3

3.9

7.9

5.3

7.9

11.8

14.5

3.9

9.2

13.2

53.9

3.1

0.0

9.4

0.0

3.1

9.4

34.4

3.1

0.0

18.8

31.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

要支援１・２(n=85) 要介護１・２(n=76)

要介護３以上(n=32)
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② 在宅生活の継続に必要な支援・サービス 

 

【要介護度】 

○ 単身世帯では、要介護２以下で「特にない」が約２割であるのに対し、要介護３以上では

４割以上と多くなっています。 

○ 「買い物（宅配は含まない）」「外出同行（通院、買い物など）」「見守り、声かけ」は単身

世帯の要介護１・２で特に多くなっています。 

○ 前回調査と比べると、要支援１・２では「買い物（宅配は含まない）」が少なくなってお

り、要介護３以上では「ゴミ出し」「外出同行（通院・買い物など）」「移送サービス（介

護・福祉タクシー等）」が多くなっています。 

【在宅生活の継続に必要な支援・サービス(MA) 要介護度（単身世帯）】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

  

17.2

10.1

27.3

30.3

36.4

34.3

27.3

37.4

25.3

9.1

19.2

29.5

16.4

29.5

21.3

32.8

45.9

37.7

27.9

18.0

4.9

19.7

20.0

20.0

20.0

17.1

14.3

17.1

28.6

25.7

14.3

5.7

37.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

要支援１・２(n=99) 要介護１・２(n=61)

要介護３以上(n=35)

18.7

13.8

26.0

18.7

26.8

31.7

30.9

26.8

19.5

3.3

18.7

29.3

28.0

33.3

38.7

34.7

48.0

41.3

36.0

13.3

9.3

20.0

25.0

17.9

28.6

14.3

25.0

32.1

42.9

17.9

7.1

0.0

42.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

要支援１・２(n=123) 要介護１・２(n=75)

要介護３以上(n=28)
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【要介護度】 

○ 夫婦のみ世帯では、要介護１・２で「特にない」が約４割と多くなっています。 

○ 要介護３以上では、「移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）」が 58.1％と多くなっています。 

○ 前回調査と比べると、要支援１・２では「調理」「掃除・洗濯」「買い物（宅配は含まな

い）」などが多くなっており、要介護１・２では、「移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）」を

除いて、他の全てのサービスが少なくなっています。 

【在宅生活の継続に必要な支援・サービス(MA) 要介護度（夫婦のみ世帯）】 

［今回調査（R8 年度）］            ［前回調査（R5年度）］ 

  

22.2

13.9

16.7

18.1

25.0

29.2

33.3

11.1

5.6

8.3

34.7

22.4

18.4

25.0

21.1

30.3

39.5

35.5

17.1

13.2

7.9

28.9

20.5

12.8

12.8

20.5

15.4

33.3

35.9

17.9

12.8

7.7

30.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

要支援１・２(n=72) 要介護１・２(n=76)

要介護３以上(n=39)

18.6

20.9

26.7

26.7

26.7

31.4

40.7

18.6

7.0

3.5

29.1

16.4

11.0

20.5

13.7

17.8

35.6

38.4

12.3

6.8

6.8

37.0

19.4

6.5

9.7

9.7

16.1

19.4

58.1

3.2

12.9

12.9

22.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

要支援１・２(n=86) 要介護１・２(n=73)

要介護３以上(n=31)
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(4) 将来の世帯類型の変化に応じた支援・サービスの提供体制の検討 

① 世帯類型と要介護度 

 

【要介護度】 

○ 要介護度が高くなるほど「単身世帯」が少なく「その他」が多くなる傾向がみられます。 

【世帯類型】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

 

   

単
身
世
帯

夫
婦
の
み

世
帯

そ
の
他

凡
例

[ 凡例 ]

要支援１・２

（n=336）

要介護１・２

（n=276）

要介護３以上

（n=111）

要
介
護
度

39.9 

30.1 

26.1 

28.6 

30.8 

32.4 

31.5 

39.1 

41.4 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

単
身
世
帯

夫
婦
の
み

世
帯

そ
の
他

凡
例

[ 凡例 ]

要支援１・２

（n=292）

要介護１・２

（n=278）

要介護３以上

（n=168）

要
介
護
度

38.4 

25.5 

23.8 

27.7 

29.9 

27.4 

33.9 

44.6 

48.8 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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【世帯類型】 

○ 「要介護３以上」は、単身世帯では 11.8％、夫婦のみ世帯では 16.6％となっています。 

○ 前回調査と比べると、いずれの区分でも「要介護３以上」が少なくなっています。 

【要介護度】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

 

  

要
支
援

１
・
２

要
介
護

１
・
２

要
介
護

３
以
上

凡
例

[ 凡例 ]

単身世帯

（n=246）

夫婦のみ世帯

（n=217）

その他

（n=260）

世
帯
類
型

54.5 

44.2 

40.8 

33.7 

39.2 

41.5 

11.8 

16.6 

17.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

要
支
援

１
・
２

要
介
護

１
・
２

要
介
護

３
以
上

凡
例

[ 凡例 ]

単身世帯

（n=223）

夫婦のみ世帯

（n=210）

その他

（n=305）

世
帯
類
型

50.2 

38.6 

32.5 

31.8 

39.5 

40.7 

17.9 

21.9 

26.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%



 

48 

 

② 世帯類型ごとのサービス利用の特徴 

 

【要介護度（世帯類型別）】 

○ 単身世帯、夫婦のみ世帯ともに要介護度が高いほど「未利用」が少なくなっています。 

○ 単身世帯の要介護２以下では「訪問系を含む組み合わせ」が夫婦のみ世帯に比べて多くな

っていますが、要介護３以上では少なくなっています。 

○ 前回調査と比べると、単身世帯、夫婦のみ世帯ともに要介護１以上で「訪問系を含む組み

合わせ」が多くなっています。 

【サービス利用の組み合わせ】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

 

   

未
利
用

訪
問
系
の
み

訪
問
系
を
含

む
組
み
合
わ

せ 通
所
系
・
短

期
系
の
み

凡
例

[ 凡例 ]

要支援１・２

（n=134）

要介護１・２

（n=83）

要介護３以上

（n=29）

要支援１・２

（n=96）

要介護１・２

（n=85）

要介護３以上

（n=36）

要
介
護
度

（

夫
婦
の
み
世
帯
）

要
介
護
度

（

単
身
世
帯
）

26.9 

10.8 

3.4 

53.1 

21.2 

5.6 

29.9 

21.7 

27.6 

13.5 

11.8 

8.3 

16.4 

41.0 

31.0 

3.1 

21.2 

50.0 

26.9 

26.5 

37.9 

30.2 

45.9 

36.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

未
利
用

訪
問
系
の
み

訪
問
系
を
含

む
組
み
合
わ

せ 通
所
系
・
短

期
系
の
み

凡
例

[ 凡例 ]

要支援１・２
（n=78）

要介護１・２
（n=56）

要介護３以上
（n=37）

要支援１・２
（n=46）

要介護１・２
（n=65）

要介護３以上
（n=42）

要
介
護
度

（

単
身
世
帯
）

要
介
護
度

（

夫
婦
の
み
世
帯
）

23.1 

25.0 

43.2 

65.2 

40.0 

40.5 

26.9 

21.4 

16.2 

8.7 

9.2 

14.3 

17.9 

32.1 

27.0 

2.2 

18.5 

16.7 

32.1 

21.4 

13.5 

23.9 

32.3 

28.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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③ 世帯類型ごとの施設等のニーズ 

 

【要介護度（世帯類型別）】 

○ 単身世帯では夫婦のみ世帯に比べて、いずれの要介護度でも「申請済み」が多くなってい

ます。 

○ 単身世帯では要介護３以上で「申請済み」が急増するのに対し、夫婦のみ世帯では要介護

３以上でも 25.7％となっています。 

○ 前回調査と比べると、単身世帯では要支援１・２で、夫婦のみ世帯では要介護１・２で

「検討していない」が多くなっています。 

【施設等への入所・入居の検討状況】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 

 

   

検
討
し
て

い
な
い

検
討
中

申
請
済
み
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例

[ 凡例 ]

要支援１・２

（n=130）

要介護１・２

（n=82）

要介護３以上
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要介護３以上

（n=35）
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度
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）
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護
度

（

単
身
世
帯
）

76.9 

56.1 

44.8 

82.6 

72.0 

48.6 

19.2 

19.5 

3.4 

16.3 

19.5 

25.7 

3.8 

24.4 

51.7 

1.1 

8.5 

25.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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要支援１・２

（n=96）

要介護１・２

（n=68）

要介護３以上

（n=37）

要支援１・２

（n=71）

要介護１・２

（n=76）

要介護３以上

（n=42）
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護
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（
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身
世
帯
）
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度
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み
世
帯
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67.7 

64.7 

45.9 

87.3 

69.7 

59.5 

28.1 

22.1 

18.9 

11.3 

27.6 

26.2 

4.2 

13.2 

35.1 

1.4 

2.6 

14.3 
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(5) 医療ニーズの高い在宅療養者を支える支援・サービスの提供体制の検討 

① 医療ニーズの高い在宅療養者 

 

【要介護度】 

○ 要支援１・２、要介護１・２では「医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）」を行ってい

る人は約１割であるのに対し、要介護３以上では 21.7％となっています。 

【世帯類型（要介護３以上）】 

○ 単身世帯では 21.1％となっています。 

【主な介護者が行う介護(MA)（医療面での対応のみ抜粋）】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

 

 

［前回調査（R5 年度）］ 
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11.8
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医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

要支援１・２(n=151) 要介護１・２(n=220) 要介護３以上(n=92)

21.1

19.4

24.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

単身世帯(n=19) 夫婦のみ世帯(n=31) その他(n=41)
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医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

要支援１・２(n=147) 要介護１・２(n=215) 要介護３以上(n=133)

22.2

12.1

31.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

単身世帯(n=27) 夫婦のみ世帯(n=33) その他(n=70)



 

51 

 

② 訪問診療利用者におけるサービス利用の特徴 

 

【要介護度】 

○ 要介護度が高くなるほど「利用している」が多くなる傾向がみられ、要介護３以上では３

割以上となっています。 

【訪問診療の利用状況】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 
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体
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要支援１

（n=213）

要支援２
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要介護１
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20.6 

22.0 
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【サービスの利用状況（要介護３以上）】 

○ 要介護３以上で訪問診療を利用している人では利用していない人に比べて、「訪問系のみ」

「訪問系を含む組み合わせ」が多くなっています。 

【サービス利用の組み合わせ（要介護３以上）】 

［今回調査（R8 年度）］ 

 

［前回調査（R5 年度）］ 
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